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小中一貫校としての成果小中一貫校としての成果小中一貫校としての成果小中一貫校としての成果

○ 学力向上につながった。「知」「知」「知」「知」
・ 平成２２年度全国学力調査（６年、９年生）で、国語、算数・数学ともに大幅に平均以上

・ 全国学力調査で、過去２年と比較して大幅に向上してきている。

○ 自信をもった子どもたちが増えてきた。「徳」「徳」「徳」「徳」
・ 全国学力調査質問紙「難しいことでもあきらめず挑戦している」など全国比＋１０～２０％

・ 不登校がいなくなった。

○ 体力や運動能力が高まってきた。「体」「体」「体」「体」

小中一貫校としての課題小中一貫校としての課題小中一貫校としての課題小中一貫校としての課題

○ ６年生としての自覚、リーダーシップが弱くなったのではないか。

○ 人員の確保。職員のモチベーションの維持。

・ 小体連や部活動の成績が良くなってきている。

※ 地域からも好意的な評価を受けている。地域とのつながりも深まっている。

※ 教師の授業が変わった。（変わらざるを得ない。）



湖南地域の特徴湖南地域の特徴湖南地域の特徴湖南地域の特徴

・ もとは１小、１中の小規模校である。

・ 温泉のある湖や自然に囲まれた地域

・ 地域の方々は教育に熱心で協力的である。

・ 統廃合するのではなく、学校の存続を強く希
望する地域の意向。

【校内にある足湯】
・・地域、保護者、学校が一緒になり建設



小中一貫校として小中一貫校として小中一貫校として小中一貫校として
の取組の取組の取組の取組

４年間の準備期間

１年目は、隣接型１年目は、隣接型

（併設型）

２年目は、一体型

（併置型）

４年目からは第２ステー
ジとしての位置づけ



小中一貫校としてのミッション小中一貫校としてのミッション小中一貫校としてのミッション小中一貫校としてのミッション

※平岩小・中学校の基本的な考え方を取り入れられた



特徴①特徴①特徴①特徴①

○ ９年間を３つのブロックに分けている。

○ ブロックの節目に修了式（９年生は卒業式）を実施している。
・ ６年生は、小学校課程修了式を実施



特徴②特徴②特徴②特徴②

○ これまでの３年間を第１ステージ「創造」期、今年からを第２ステー

ジ「確立」期と捉え、さらに充実した一貫校を目指されている。



特徴③特徴③特徴③特徴③

○教科として、「コミュニケーション科」の設置



特徴④特徴④特徴④特徴④

• 授業スタート
は４コマ分
が同時間で、
その時のみ
チャイムが
鳴る。



特徴⑤特徴⑤特徴⑤特徴⑤

○ ５年生から基本的に教科担任制である。



特徴⑥特徴⑥特徴⑥特徴⑥

○２学期制である。

○４年生から７年生まで県外での体験研修等がある。

○全学年（全教科ではない。）定期テストを実施している。



特徴⑦特徴⑦特徴⑦特徴⑦

たてわり活動

5年生からの自治活動



特徴⑧特徴⑧特徴⑧特徴⑧

○全職員が兼務体制である。（本務が小や中がある。）
○初等ブロックに本務が中の職員もいる。

○職員室もブロック毎に配置し、職朝に続いて、ブロック会を実施。



その他その他その他その他 印象に残った言葉印象に残った言葉印象に残った言葉印象に残った言葉

○ 小中一貫校の分離型（連携型や併設型）は、行き詰まってい
るのではないか。（全国大会を見てきて）

○ 小中一貫校は、９年間の子どもたちの成長（幼児期から青年
前期まで）を見ることができる。なんと素晴らしいことか。

○ 連携の段階は握手で済むが、協働していくと責任まで共有し
ないといけない。

○ 教師の意識が変わり、授業も変わる。言葉かけも変わる。そ○ 教師の意識が変わり、授業も変わる。言葉かけも変わる。そ
うすると子どもたちはぐんぐん伸びる。

○ 子どもたちは本当に頑張っている。教職員も負けてたまるか。

○ 今年は、１２月８日に、自ら研究発表会を実施する。

○ 小中学校の文化の違いによる摩擦はあったが、一つ屋根の
下で仕事をしている中で、「小学校は、」「中学校は、」という言葉
が聞かれなくなってきた。

○ 効果を高めるためには、人員の確保が重要である。


